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当
初
予
算
議
案
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平
成
29
年
度
の
予
算
の
あ
ら
ま
し

は
、
今
月
号
の
特
集
（
２
・
３
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
川
口
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
年
度
の
延
長
及
び
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
の
創
設
等
に
伴
い
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
の

賦
課
限
度
額
を
52
万
円
か
ら
54
万
円

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の

賦
課
限
度
額
を
17
万
円
か
ら
19
万
円

に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
。

◆
川
口
市
火
葬
場
設
置
及
び
管
理
条
例

　
建
設
中
の
火
葬
場
に
関
し
、
名
称
、

使
用
料
、
休
場
日
等
、
施
設
の
管
理
運

営
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

◆
川
口
市
立
映
像
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
中
央
図
書
館
及
び
映
像
・
情
報
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
催
事
業
に
お
い
て

使
用
し
て
い
た
ワ
ー
ク
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
及

び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
Ａ
・
Ｂ
を
、

一
般
の
か
た
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
そ
の
利
用
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
17
件

中
核
市
指
定
申
出
議
案

◆
中
核
市
の
指
定
に
係
る
申
出
に
つ
い
て

　
総
務
大
臣
に
対
し
中
核
市
の
指
定
に

係
る
申
出
を
す
る
も
の
。

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
戸
塚
第
21―

１
号
線

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
５
路
線

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
神
根
第
152―

２
号
線

議
員
提
案
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|
|
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|
|

【
意
見
書
】

　
次
の
意
見
書
２
件
は
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送

付
し
ま
し
た
。

◆
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
）

環
境
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

◆
公
共
施
設
等
管
理
に
係
る
新
た
な
補

助
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

平

補
正
予
算
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
平
成
28
年
度
の
補
正
予
算
は
、
一
般

会
計
に
つ
い
て
は
74
億
３40
万
６
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
地
域
福

祉
基
金
積
立
金
、
自
立
支
援
給
付
事

業
、
地
域
生
活
支
援
事
業
、
医
療
費
給

付
事
業
、
子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
、

が
ん
検
診
事
業
、
環
境
施
設
整
備
基
金

積
立
金
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
は
次
の
５
会
計
が

補
正
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、

介
護
保
険
事
業
お
よ
び
土
地
区
画
整
理

事
業
の
３
会
計
で
、
７
億
８
千
775
万
３

千
円
が
追
加
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
事

業
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
２
会
計
で
、

８
億
６
千
978
万
６
千
円
が
減
額
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
企
業
会
計
は
、
病
院
事
業
で

老
朽
化
し
た
医
療
機
器
の
購
入
に
伴

い
、
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

財
産
の
処
分
議
案

◆
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

・
領
家
４
丁
目
３
３
４
２
番
１
ほ
か
　

２
万
８
千
196
・
55
㎡

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

・
川
口
市
芝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度
関
係

平
成
28
年
度
関
係

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

埼
玉
県
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉
に
て
放
送
中

※

詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

平
成
29
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
総
額
１
千
916
億
２
千
万
円

　
平
成
２９
年
第
１
回
（
３
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
２４
日
か
ら
３
月
２４
日

ま
で
の
２９
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
平
成
２８
年
度
関
係
議
案
と

し
て
、
補
正
予
算
議
案
８
件
、
財
産
の
処
分
な
ど
の
一
般
議
案
２
件
の
合
計
１０

件
が
、
ま
た
、
平
成
２９
年
度
関
係
議
案
と
し
て
、
当
初
予
算
議
案
１５
件
、
条
例

な
ど
の
一
般
議
案
２１
件
の
合
計
３６
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３月市議会定例会

施政方針を述べる奥ノ木市長

中核市移行に伴い、新たに市で行うこと
になる仕事の経費は、国の地方交付税と

いう制度などで確保されるため、中核市移行
によって税金や公共料金が上がることはあり
ません。　

中核市とは、地方自治法に定められた人口20万人以
上を要件とする都市制度の一つです。4月1日現在、

中核市は全国に48市あります。
中核市になると、これまで県が行っていた仕事の一部を市
で行うようになり、市民の皆さんに対するサービスのスピ
ードアップや、よりきめの細かい対応が可能になります。

今後は、県の同意を得て、国へ中核市指
定の申出を行い、閣議決定を経て、政令

が公布されることで移行が正式に決定します。
その後は、新たな仕事を行うにあたって必要
となる条例の制定など、平成30年4月の中核
市移行に向けて準備を進めます。

中核市になると、市民の皆さんの日常生活に関わりの
深い保健や福祉といった分野の仕事を市で行うように

なります。
市が自ら判断できる権限を拡大することで、市民の皆さん
へ質の高いサービスを提供し、市の実情に合った個性ある
まちづくりを可能にするため、中核市移行を目指していま
す。

中核市移行の経費は？Ｑ 改めて・・・中核市とは？

Ｑ 今後のスケジュールは？Ｑ なぜ中核市を目指すの？

中核市
Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

❶
中核市の指定に係る申出の議案が市議会で可決され、中核市に向
けた準備が本格化しています。今回は中核市移行に関する基本的
な考え方をＱ＆Ａ形式で説明します。

平成
３０年４

月

中核
市へ向け

て
中核市移行に関する Q&A

問い合わせ…中核市推進室 i048-271-9513 k048-259-6860　市ホームページ「中核市への移行」もご覧ください。
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中核市
Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

❶
中核市の指定に係る申出の議案が市議会で可決され、中核市に向
けた準備が本格化しています。今回は中核市移行に関する基本的
な考え方をＱ＆Ａ形式で説明します。

平成
３０年４

月

中核
市へ向け

て
中核市移行に関する Q&A

問い合わせ…中核市推進室 i048-271-9513 k048-259-6860　市ホームページ「中核市への移行」もご覧ください。


